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診療受付時間 

月〜金 9:00〜12:00 

             15:30〜18:30 

土      9:00〜12:00 

 

＜中谷外科病院の 

            基本方針＞ 

I ：常に患者様の立場に 
立ち、行動する。 
 
I ：消化器内視鏡、大腸 
肛門病の専門病院として 
最新・最善の医療を提供 
する。 
 
Ⅰ: 生活習慣病の予防・ 
治療に関するチーム 
医療を提供する。 
 
 I ：在宅復帰を支援し、 
社会に開かれた地域 
医療を行う。 
 
 I ：職員同士の和を重視 
し、思いやりのある医療を 
実践する。 

 

 

 

    

最近、めっきり朝夕が冷え、秋の香りが漂う季節になりましたね。今回も情報満載のくまのみ通信が出来上がり 

ましたので、どうぞご覧ください。 

   日本褥瘡学会認定師誕生！！ 

三宅隆子看護師が2011年9月1日に認定されました。 

今回の件について、サービス向上委員会は三宅さん 

にインタビューしてみました！ 

Ｑ１．日本褥瘡学会認定師ってどんなナースですか？ 

Ａ１．日本褥瘡学会が認定したナースです。 

Ｑ２．何年かかってどんな勉強をされたのですか？ 

Ａ２．まず日本褥瘡学会に入会します。教育セミナー 

   （2回/年）や教育講義・シンポジウムに参加します。 

   それから学会が認める単位を習得します。症例を 

   5例と予防症例を5例発表し 

   ます。これらを4～5年間費や 

   して初めて日本褥瘡学会認 

   定師として認定されました。 

   これまでにかかった費用は 

   10万円くらいとなりましたが、 

   当院からの協力費もありま 

   した。本当にありがとうござ 

   いました。 

Ｑ３．今後の目標を教えてください。 

Ａ３．患者さんたちのためにも益々勉強に励みたいと 

   思います。また、様々な学会がありますので、みな 

   さんも認定師を目指してみてはどうですか？ 

 患者様やご家族、地域の方に向けて『特別養護老人ホームについて』 

（講師：当院ケアマネ生口）の介護教室を行いました。制度面や申請方法、 

様々な入所施設を、現状も織り交ぜながら話をさせていただきました。 

参加者（約15名）のメモを取ったり、 

熱心に耳を傾けている様子やアン 

ケートの回答から、介護について 

の関心の高さが伺えました。地域 

の病院として、介護や医療情報を 

発信していくために、今後もこのよ 

うな教室、イベントを開催できたら 

と思います。 

 患者サービス向上委員会 山崎 

     大腸肛門の専門病院として 
当院はこの度日本大腸肛門病学 

会認定施設として更新されました 

（2012年1月〜2014年12月）。岡 

山県下６カ所の認定施設の一つ 

として、大腸や肛門の病気でお悩 

みの患者様たちのために、今後も 

スタッフ皆で精進して参ります。引 

き続きご愛顧のほどよろしくお願い 

申し上げます。 

 

平成２３年１０月吉日  

中谷外科病院院長 中谷紳  
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 平成19年の夏、私の父は脳幹梗塞で倒れました。 

一命はとりとめたものの重度の嚥下障害の為、現在も 

リハビリに通い食事は胃ろうから行っています。父の病 

気によって様々な経験をさせて頂きました。嚥下造影の 

検査に立会い嚥下のしくみやリハビリの方法も教わりました。当院も 

スタッフによる摂食機能訓練、患者様にそった様々な食事形態に取 

組んでおり参考にしています。そして改めて“食べる”という事、また 

色々な身体の働きに対して日々当たり前の事がいかに有難いかを 

感謝させて頂いております。             事務部 若林 潤 

 皆さんはいつでも夢を抱き、それに向かって努力されています 

か？「成果をあげる人は能力・関心・知識・気性・性格・仕事の 

方法について多様である。あらゆることが千差万別である。共通 

点は行うべきことを行っているだけである。」これは有名な小説 

「もしドラ」誕生の原点とも言える「マネジメント」の著者Ｐ． 

Ｆ．ドラッカー教授の言葉です。ある人が仕事で成果をあげられ 

るか否かは、行うべき事が何かということを知っていて、それを 

確実に実行出来るかどうかに懸かっているのです。大切なのは夢 

に向かってどうしたら出来るかを常に考え、行動していくことだ 

と言えるのではないでしょうか。すっきりした空気の秋の夜長、 

夢を描きながらお気に入りの本を一読されてみてはいかがでしょ 

うか！？                  

                     看護師 山口克美 

編集後記 

インフルエンザ予防接種について   
平成23年11月１日より開始します。 
《 自己負担額 》 
 ・一般 ￥3600   
 ・玉野市65才以上 ￥2000（助成、無料の場合あり） 
※13歳未満のお子様には１～４週間（４週間が望ましい）あけ 
 て２回接種してください。13歳以上の方でも医師の判断で２ 
 回接種していただく場合がございます。 

10月13日に塩分について栄養教室を行いました。今回は業者さんにお願いし 

て、手打ちうどんの実演を行い、実際患者様にも体験していただき、うどんに塩 

分がどの位含まれているかを、試食しながら確認していただきました。間近で 

見る機会も少なく、参加出来ることもなかなかないということで、とても好評でし 

た。また定期的に開催していきたいと思いますので、次回をお楽しみに☆ 

                                    栄養部 矢吹 弘子 

栄養教室を行いました！！ 

 平成23年9月12日（月）～9月16日（金）の期間で患者様にご協力いただ 

き、今年度も外来待ち時間調査を実施しました。どの曜日においても午前 

中は院長が内視鏡検査を行うため、診察を開始するまでに平均30～50分と 

いう長い時間お待たせしているという結果となりました。午後は平均10分 

ほどの待ち時間となっており、午前中と比較するとかなり差があるという 

ことがわかりました。今回はある限られた期間での調査ですので、調査結 

果以上の待ち時間をいただくこともございます。患者様にできるだけ負担 

なくお待ちいただけるよう、看護師より状況説明や声かけ等を行っており 

ます。今後ともご理解の程よろしくお願い致します。ご協力ありがとうご 

ざいました。                患者サービス向上委員会 

第５回 スタッフのひとりごと 


